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Ⅰ　

問
題
の
所
在

１　

労
基
法
上
の
割
増
賃
金
と
付
加
金

　

労
基
法
三
七
条
は
、
使
用
者
が
、
三
三
条（
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合
）又
は
三
六
条
一
項（
三
六
協
定
に
よ
る
場
合
）の
規
定
に
よ
り「
労

働
時
間
を
延
長
し
、
又
は
休
日
に
労
働
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
時
間
又
は
そ
の
日
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
時
間
又
は

労
働
日
の
賃
金
の
計
算
額
の
二
割
五
分
以
上
五
割
以
下
の
範
囲
内
で
そ
れ
ぞ
れ
政
令
で
定
め
る
率
以
上
の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
以
下
省
略
）
と
定
め
、
同
三
七
条
四
項
は
、
深
夜
業
（
午
後
一
〇
時
か
ら
翌
日
午
前
五
時
ま
で
）
に
つ
い
て
も
、

「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
の
計
算
額
の
二
割
五
分
以
上
の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
の
割
増
賃
金
に
つ
い
て
の
未
払
金
に
対
し
て
は
、
労
基
法
一
一
四
条
に
よ
り
「
こ
れ
と
同
一
額
の
付

加
金
の
支
払
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
付
加
金
は
、
労
基
法
三
七
条
の
他
に
、
二
〇
条
（
解
雇
予
告
手
当
）、
二

六
条（
休
業
手
当
）、
三
九
条
九
項（
年
次
有
給
休
暇
の
賃
金
等
）も
対
象
と
す
る
が
、
近
時
の
付
加
金
請
求
の
ほ
と
ん
ど
が
、
時
間
外
・
休
日
・

深
夜
労
働
に
対
す
る
未
払
い
賃
金
の
請
求
事
件
で
な
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

（
1
（

。

　

そ
し
て
、
近
年
、
割
増
賃
金
を
め
ぐ
っ
て
、
重
要
な
最
高
裁
判
決
が
相
次
い
で
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
事
件
・

最
一
小
判
平
二
四
・
三
・
八
労
判
一
〇
六
〇
号
五
頁
、
国
際
自
動
車
事
件
・
最
三
小
判
平
二
九
・
二
・
二
八
労
判
一
一
五
二
号
五
頁
、
医
療

法
人
社
団
康
心
会
事
件
・
最
二
小
判
平
二
九
・
七
・
七
労
判
一
一
六
八
号
四
九
頁
、
日
本
ケ
ミ
カ
ル
事
件
・
最
一
小
判
平
三
〇
・
七
・
一
九

労
判
一
一
八
六
号
五
頁
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
し
て
、
割
増
賃
金
に
対
す
る
付
加
金
請
求
に
つ
き
、
甲
野
堂
薬
局
事
件
・
最
一
小
判
平
二
六
・

三
・
六
労
判
一
一
一
九
号
五
頁
が
あ
る
（
な
お
、
休
業
手
当
に
対
す
る
付
加
金
請
求
の
事
案
で
あ
る
が
、
裁
判
手
数
料
還
付
申
立
事
件
・
最

三
小
決
平
二
七
・
五
・
一
九
民
集
六
九
巻
四
号
六
三
五
頁（

２
（も

重
要
で
あ
る
）。

（法政研究 86－3－178）
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２　

本
稿
の
課
題

　

割
増
賃
金
は
、
労
基
法
三
七
条
一
項
所
定
の
「
通
常
の
労
働
時
間
又
は
労
働
日
の
賃
金
」（
以
下
、
本
稿
で
は
、
同
項
所
定
の
も
の
を
「
通
常

の
労
働
時
間
の
賃
金
」
と
い
う
）
を
算
定
基
礎
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
深
夜
労
働
の
「
割
増
賃
金
」
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
時

間
の
賃
金
を
含
ま
ず
、二
五
％
の
み
を「
深
夜
割
増
賃
金
」と
呼
ぶ
こ
と
に
お
そ
ら
く
異
論
は
な
い（

３
（。

他
方
で
、時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の「
割

増
賃
金
」に
つ
い
て
は
、通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
を
含
め
て
、そ
れ
ぞ
れ
一
二
五
％
と
一
三
五
％
を「
時
間
外
割
増
賃
金
」と「
休
日
割
増
賃
金
」

と
み
る
の
が
、
行
政
解
釈
を
は
じ
め
と
し
て
一
般
的
と
い
え
よ
う
（
以
下
、
休
日
割
増
賃
金
は
割
愛
し
て
「
一
二
五
％
説
」
と
い
う
）（

４
（。

他
方
で
、
深
夜
割
増
賃
金
と
同
じ
規
定
の
仕
方
（
文
言
解
釈
）
な
ど
か
ら
、
二
五
％
と
三
五
％
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
時
間
外
割
増
賃
金
」・「
休

日
割
増
賃
金
」
で
あ
っ
て
（
以
下
、
同
様
に
「
二
五
％
説
」
と
い
う
）、
一
〇
〇
％
の
部
分
は
、
労
基
法
三
七
条
一
項
に
よ
り
支
払
い
が
強

制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
労
働
契
約
に
基
づ
く
賃
金
と
し
て
分
け
て
考
え
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
一
〇
〇
％
の
部
分
は
、
労
基
法

二
四
条
一
項
に
よ
っ
て
支
払
が
義
務
付
け
ら
れ
る
（
一
二
五
％
説
に
つ
い
て
も
、
割
増
賃
金
が
労
基
法
上
の
賃
金
に
当
た
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
く
、
労
基
法
二
四
条
一
項
に
よ
っ
て
全
額
払
い
等
の
規
制
を
受
け
る
の
は
同
じ
で
あ
る
）。

こ
の
こ
と
は
、
付
加
金
の
対
象
を
一
二
五
（
一
三
五
）
％
の
全
体
と
す
る
か
、
二
五
（
三
五
）
％
部
分
に
限
定
す
る
か
と
い
う
点
で
違
い

を
生
じ
る（

５
（。

少
な
く
と
も
最
近
の
下
級
審
の
裁
判
実
務
に
お
い
て
は
、
一
二
五
％
に
依
拠
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

６
（。

一
二
五
％

説
に
立
て
ば
、
二
五
％
説
に
比
べ
、
使
用
者
に
対
す
る
制
裁
を
通
じ
た
労
基
法
違
反
行
為
の
抑
制
効
果
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
の
訴
訟
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
。
し
か
し
、「
割
増
賃
金
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
両
説
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
解
釈
な
の
か
は
、

最
高
裁
判
例
に
お
い
て
、
決
定
的
な
判
断
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
割
増
賃
金
の
意
味
に
関
し
て
、
二
五
％
説
と
一
二
五
％
説
が
あ
り
、
割
増
賃
金
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
多
い
中
に
お
い
て
、
必
ず
し

も
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
割
増
賃
金
に
関
す
る
労
基
法
・
労
基
法
施
行
規
則
の
立

（86－3－179）
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法
経
緯
を
確
認
し
た
上
で
、
最
高
裁
判
決
を
中
心
に
、
割
増
賃
金
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
二
五
％
説
と
一
二
五
％
説
の
観

点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

Ⅱ　

割
増
賃
金
の
立
法
経
緯

１　

割
増
賃
金
を
め
ぐ
る
規
定
の
変
遷

（
１
）
労
働
保
護
法
案
・
労
働
基
準
法
案
の
変
遷

　

労
働
保
護
法
案
第
一
次
案
（
昭
和
二
一
年
四
月
一
二
日
）（

７
（に

お
い
て
、
時
間
外
労
働
に
対
し
て
、「
最
初
ノ
二
時
間
ニ
対
シ
テ
ハ
所
定
労

働
時
間
ノ
時
間
割
給
与
ノ
三
割
増
其
ノ
後
ノ
時
間
ニ
対
シ
テ
ハ
五
割
増
ヲ
下
ラ
ザ
ル
給
与
ヲ
支
給
ス
ベ
シ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
草
案

（
同
月
二
四
日
）（

８
（で

は
、
当
初
の
「
二
割
五
分
増
」
か
ら
「
一
倍
半
」
に
修
正
さ
れ
、
第
一
次
案
で
二
時
間
ま
で
と
そ
れ
以
上
と
で
分
け
ら

れ
て
い
た
も
の
が
統
一
さ
れ
た
。
第
三
次
案
（
同
年
五
月
一
三
日
）（

９
（に

お
い
て
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
に
対
し
て
、「
通
常
の
労
働

時
間
又
は
労
働
日
の
賃
金
の
計
算
率
の
一
倍
半
以
上
の
率
を
以
て
計
算
し
た
賃
金
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
第
四
次
案
（
同
年
六
月
三
日
）

（
（1
（

に
お
い
て
、
当
初
「
一
倍
半
」
以
上
の
「
賃
金
」
で
あ
っ
た
も
の
が
「
二
割
五
分
」
以
上
の
「
割
増

賃
金
」
に
修
正
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
除
外
賃
金
の
規
定
が
追
加
・
修
正
さ
れ
た
も
の
の
、「
二
割
五
分
」
以
上
の
「
割
増
賃
金
」
の
支
払
を

義
務
付
け
る
規
定
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

（法政研究 86－3－180）
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（
２
）
労
基
法
施
行
規
則
案
の
変
遷

　

労
基
法
施
行
規
則
・
修
正
第
一
次
案
（
昭
和
二
二
年
六
月
二
〇
日
）

（
（（
（

に
お
い
て
は
、「
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
常
の
労

働
日
の
賃
金
は
、
週
、
月
そ
の
他
一
定
の
期
間
を
以
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
所
定
労
働
日
数
で
除
し
た
金
額
と
し
、
通

常
の
労
働
時
間
の
賃
金
は
、
前
段
の
金
額
又
は
日
を
以
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
を
所
定
労
働
時
間
で
除
し
た
金
額
と
す
る
。
出
来
高
払
制
そ
の

他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
直
前
の
支
払
期
間
中
の
所
定
労
働
時
間
に
支
払
は
れ
た
金
額
を
前
項
の
規
定
に
準

じ
て
除
し
た
金
額
を
法
第
三
十
七
条
第
一
後
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
又
は
労
働
日
の
賃
金
と
す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
第
四
次
案
（
同
年
七
月
一
八
日
）

（
（1
（

に
お
い
て
、
出
来
高
払
制
等
に
つ
い
て
の
算
定
方
法
が
、「
当
該
賃
金
計
算
期
間
に
お
い
て

出
高
払
制
、
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
計
算
さ
れ
た
賃
金
の
総
額
を
当
該
賃
金
計
算
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間
数
で
除
し
た
金
額
を
通

常
の
労
働
時
間
の
賃
金
と
し
、
こ
の
額
に
通
常
の
労
働
日
に
お
け
る
所
定
労
働
時
間
数
を
乗
じ
た
金
額
を
通
常
の
労
働
日
の
賃
金
と
す
る
」

と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
公
聴
会
後
修
正
第
二
次
案
（
同
年
八
月
一
六
日
以
降
）

（
（1
（

に
お
い
て
、
現
在
の
労
基
法
施
行
規
則
一
九
条
一
項
六
号
の

規
定
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
な
っ
た
。

２　

割
増
率
を
め
ぐ
る
議
論

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
四
次
草
案
ま
で
に
割
増
賃
金
（
割
増
率
）
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
決
着
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
変
遷
の
背
景
に
は
、

戦
時
中
、
時
間
外
労
働
に
対
し
て
は
一
・
五
倍
が
通
例
で
あ
っ
た
と
さ
れ

（
（1
（

、
そ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
当
初
は
「
一
倍
半
」
の
「
賃
金
」

と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
（
文
言
上
は
一
体
的
な
表
現
）、
割
増
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
う
え
で
、「
二
割
五
分
」
以
上
の
「
割
増
賃
金
」
と
な
っ

た
（
（1
（

。
以
上
の
立
法
経
緯
か
ら
す
る
と
、
一
倍
（
一
〇
〇
％
）
部
分
を
支
払
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

（86－3－181）
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ま
た
、
割
増
率
に
つ
い
て
、
五
〇
％
増
か
二
五
％
増
か
、
ま
た
時
間
数
に
よ
る
逓
増
制
を
と
る
か
で
議
論
さ
れ
た
が
、
結
局
、
二
五
％
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
割
増
率
と
並
ん
で
、
当
初
は
、
時
間
外
の
上
限
規
制
も
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
第
六
次
案
で
は
上
限
規
制
も
廃
止
さ
れ
、

な
し
崩
し
的
に
規
制
が
失
わ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

　

そ
し
て
、
出
来
高
払
制
等
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
八
時
間
制
（
所
定
労
働
時
間
）
で
の
賃
金
を
前
提
と
し
て
、
時
給
制
等
に
準
じ
て
算
定

さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が

（
（1
（

、
賃
金
計
算
期
間
に
お
け
る
賃
金
総
額
を
総
労
働
時
間
で
除
す
る
方
法
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
経
緯
は

明
ら
か
で
は
な
い

（
（1
（

。
Ⅲ　

最
高
裁
判
決
の
検
討

１　

静
岡
県
教
職
委
事
件
・
最
一
小
判
昭
四
七
・
四
・
六
民
集
二
六
巻
三
号
三
九
七
頁

（
１
）
事
案
の
概
要

　

市
立
学
校
の
教
職
員
が
、
学
校
長
の
指
示
に
よ
り
、
学
校
行
事
へ
の
参
加
、
職
員
会
へ
の
出
席
、
職
員
の
打
合
せ
へ
の
参
加
の
た
め
、
正

規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
と
主
張
し
、
時
間
が
勤
務
手
当
の
支
払
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
判
旨

　
「
労
働
基
準
法
三
七
条
が
、
例
外
的
に
許
容
さ
れ
た
時
間
外
労
働
に
対
し
て
割
増
賃
金
の
支
払
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
つ

（法政研究 86－3－182）
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て
、
労
働
時
間
制
の
原
則
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
過
重
な
労
働
に
対
す
る
労
働
者
へ
の
補
償
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す

べ
き
す
べ
き
と
こ
ろ
、
後
述
の
よ
う
に
、
本
件
職
員
会
議
出
席
の
た
め
の
時
間
外
勤
務
が
な
さ
れ
た
当
時
、
被
上
告
人
ら
に
も
右
法
条
が
適

用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
受
け
た
規
定
で
あ
る
給
与
条
例
一
五
条
の
解
釈
に
あ
た
つ
て
は
、
そ
の
定
め
る
時
間
外
勤
務
手
当

の
支
給
が
、
労
働
基
準
法
三
七
条
に
よ
る
割
増
賃
金
の
支
払
と
同
様
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
、「
所
定
の
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
を
拒
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
判
断
し
た
。

（
３
）
割
増
賃
金
の
意
味

　

本
判
決
は
、
労
基
法
三
七
条
が
割
増
賃
金
の
支
払
を
義
務
付
け
て
い
る
趣
旨
と
し
て
、「
労
働
時
間
制
の
原
則
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、

過
重
な
労
働
に
対
す
る
労
働
者
へ
の
補
償
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
明
確
に
し
た
点
で
意
義
が
あ
る
。
た
だ
し
、
割
増
賃

金
自
体
の
意
味
や
内
容
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
。
な
お
、
本
判
決
の
後
、
昭
和
四
六
年
五
月
制
定
の
「
国
及
び
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
の

教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
よ
り
、
公
立
学
校
教
職
に
員
に
対
し
て
は
、
教
職
調
整
給
を
支
給
す
る
一
方
で
、
労
基
法

三
七
条
の
適
用
除
外
と
さ
れ
た
。

２　

高
知
県
観
光
事
件
・
最
二
小
判
平
六
・
六
・
一
三
労
判
六
五
三
号
一
二
頁

（
１
）
事
案
の
概
要

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
で
あ
る
Ｘ
ら
の
勤
務
体
制
は
隔
日
勤
務
で
あ
り
、
労
働
時
間
は
午
前
八
時
か
ら
翌
日
午
前
二
時
ま
で
（
そ
の
う
ち
二
時

（86－3－183）
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間
は
休
憩
時
間
）
と
さ
れ
、
賃
金
は
タ
ク
シ
ー
料
金
の
月
間
水
揚
高
に
一
定
の
歩
合
を
乗
じ
た
金
額
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

時
間
外
及
び
深
夜
の
労
働
を
行
っ
た
場
合
に
も
、
こ
れ
以
外
の
賃
金
は
支
給
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
Ｘ
ら
は
、
時
間
外
及
び
深
夜
の
割
増
賃

金
を
請
求
し
、
こ
れ
に
対
し
、
会
社
（
Ｙ
）
は
、
歩
合
給
に
は
、
時
間
外
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
に
当
た
る
分
も
含
ま
れ
て
い
る
と
主
張
し

た
。
な
お
、
Ｘ
ら
の
請
求
の
期
間
は
、
昭
和
六
〇
年
六
月
一
日
以
降
で
あ
り
、
本
件
の
提
訴
は
、
昭
和
六
二
年
一
二
月
二
五
日
で
あ
る
。

（
２
）
判
旨

（
ａ
）「
Ｘ
ら
に
支
給
さ
れ
た
前
記
の
歩
合
給
の
額
が
、
Ｘ
ら
が
時
間
外
及
び
深
夜
の
労
働
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
増
額
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
時
間
外
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
を
判
別
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
歩
合
給
の
支
給
に
よ
っ
て
、
Ｘ
ら
に
対
し
て
法
三
七
条
の
規
定
す
る
時
間
外
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金

が
支
払
わ
れ
た
と
す
る
こ
と
は
困
難
な
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
Ｙ
は
、
Ｘ
ら
に
対
し
、
…
…
時
間
外
及
び
深
夜
の
労
働
に
つ
い
て
、
法

三
七
条
及
び
労
働
基
準
法
施
行
規
則
一
九
条
一
項
六
号
の
規
定
に
従
っ
て
計
算
し
た
額
の
割
増
賃
金
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。」

（
ｂ
）
本
件
訴
え
を
も
っ
て
Ｘ
ら
が
右
の
請
求
を
し
た
と
き
に
は
、「
本
件
請
求
期
間
に
お
け
る
右
の
割
増
賃
金
に
関
す
る
付
加
金
の
う
ち

昭
和
六
〇
年
一
一
月
分
以
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
既
に
同
条
た
だ
し
書
の
二
年
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
の
部
分

の
請
求
は
失
当
で
あ
」
る
。

（
３
）
割
増
賃
金
の
意
味

　

本
件
は
、
オ
ー
ル
歩
合
給
の
事
案
で
あ
り
、
割
増
賃
金
の
算
定
基
礎
は
、
労
基
法
施
行
規
則
一
九
条
一
項
六
号
（
出
来
高
払
制
そ
の
他
の

（法政研究 86－3－184）
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請
負
制
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
賃
金
算
定
期
間
（
賃
金
締
切
日
が
あ
る
場
合
に
は
、
賃
金
締
切
期
間
、
以
下
同
じ
）

に
お
い
て
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
計
算
さ
れ
た
賃
金
の
総
額
を
当
該
賃
金
算
定
期
間
に
お
け
る
、
総
労
働
時
間
数
で
除
し

た
金
額
）
に
よ
り
確
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
行
政
解
釈
に
お
い
て
は
、
前
述
の
通
り
（
Ⅰ
３
参
照
）、
一
二
五
％
説
を
原
則
と
し
つ
つ
、
出

来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
っ
て
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
時
間
外
、
深
夜
の
労
働
に
対
す
る
時
間
当
た
り
の
賃

金
、
す
な
わ
ち
一
・
〇
に
該
当
す
る
部
分
は
す
で
に
基
礎
と
な
っ
た
賃
金
総
額
の
中
に
含
め
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
お
り

（
（1
（

、
時
間
外
労
働

時
間
に
応
じ
て
二
五
％
部
分
の
み
が
加
算
さ
れ
る
計
算
方
法
と
な
っ
て
い
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
出
来
高
払
制
に
お
い
て
は
、
一
二
五
％
説
に
立
つ
行
政
解
釈
の
例
外
と
し
て
二
五
％
説
が
採
ら
れ
て
お
り
、
本
判
決
は
、

そ
の
例
外
的
な
出
来
高
払
制
の
事
案
に
お
け
る
「
判
別
の
要
件
」
を
規
範
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
判
決
に
お
け
る
「
割
増
賃

金
」
の
意
味
は
、
二
五
％
説
と
同
様
の
結
論
と
な
り
、
付
加
金
の
対
象
も
二
五
％
部
分
と
な
っ
て
い
た
。

　

な
お
、
付
加
金
に
関
す
る
労
基
法
一
一
四
条
但
書
（
こ
の
請
求
は
、
違
反
の
あ
つ
た
時
か
ら
二
年
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
に
つ

い
て
、
本
判
決
は
除
斥
期
間
と
解
し
た
も
の
で
あ
る

（
11
（

。

３　

大
星
ビ
ル
管
理
事
件
・
最
一
小
判
平
一
四
・
二
・
二
八
労
判
八
二
二
号
五
頁

（
１
）
事
案
の
概
要

Ｙ
社
は
、
仮
眠
時
間
に
つ
い
て
労
働
時
間
と
し
て
取
り
扱
わ
ず
、
二
四
時
間
勤
務
に
対
し
て
、
泊
り
勤
務
手
当
（
一
回
二
三
〇
〇
円
）
を

支
給
し
て
い
た
が
、
現
実
に
Ｘ
ら
が
突
発
的
な
作
業
に
従
事
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
間
に
対
し
て
時
間
外
勤
務
手
当
及
び
深
夜
勤
務
手
当
を

支
給
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｘ
ら
は
、
仮
眠
時
間
が
労
働
時
間
に
該
当
す
る
と
し
て
、
時
間
外
勤
務
手
当
及
び
深
夜
勤
務
手
当
に
つ
き
、
泊
り

（86－3－185）
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勤
務
手
当
と
の
差
額
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

判
旨

（
ａ
）
本
件
仮
眠
時
間
が
労
働
時
間
に
当
た
る
と
し
た
上
で
、「
労
基
法
上
の
労
働
時
間
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
当
然
に
労
働
契
約
所
定

の
賃
金
請
求
権
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
労
働
契
約
に
お
い
て
仮
眠
時
間
に
対
し
て
い
か
な
る
賃
金
を
支
払
う
も
の
と
合
意
さ
れ

て
い
る
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
労
働
契
約
は
労
働
者
の
労
務
提
供
と
使
用
者
の
賃
金
支
払
に
基
礎
を
置
く
有
償
双

務
契
約
で
あ
り
、
労
働
と
賃
金
の
対
価
関
係
は
労
働
契
約
の
本
質
的
部
分
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
労
働
契
約
の
合
理

的
解
釈
と
し
て
は
、
労
基
法
上
の
労
働
時
間
に
該
当
す
れ
ば
、
通
常
は
労
働
契
約
上
の
賃
金
支
払
の
対
象
と
な
る
時
間
と
し
て
い
る
も
の
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

（
ｂ
）「
Ｙ
社
と
Ｘ
ら
と
の
労
働
契
約
に
お
い
て
は
、
本
件
仮
眠
時
間
に
対
す
る
対
価
と
し
て
泊
り
勤
務
手
当
を
支
給
し
、
仮
眠
時
間
中
に

実
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
は
こ
れ
に
加
え
て
時
間
外
勤
務
手
当
等
を
支
給
す
る
が
、
不
活
動
仮
眠
時
間
に
対
し
て
は
泊
り
勤
務
手
当
以
外

に
は
賃
金
を
支
給
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
解
釈
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

（
ｃ
）「
Ｘ
ら
は
、
本
件
仮
眠
時
間
中
の
不
活
動
仮
眠
時
間
に
つ
い
て
、
労
働
契
約
の
定
め
に
基
づ
い
て
既
払
の
泊
り
勤
務
手
当
以
上
の
賃

金
請
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
が
、「
労
基
法
一
三
条
は
、
労
基
法
で
定
め
る
基
準
に
達
し
な
い
労
働
条
件
を
定
め
る
労
働
契
約
は
そ

の
部
分
に
つ
い
て
無
効
と
し
、
無
効
と
な
っ
た
部
分
は
労
基
法
で
定
め
る
基
準
に
よ
る
こ
と
と
し
、
労
基
法
三
七
条
は
、
法
定
時
間
外
労
働

及
び
深
夜
労
働
に
対
し
て
使
用
者
は
同
条
所
定
の
割
増
賃
金
を
支
払
う
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
…
…
Ｙ
社
は
本
件
仮
眠

時
間
に
つ
い
て
労
基
法
一
三
条
、
三
七
条
に
基
づ
い
て
時
間
外
割
増
賃
金
、
深
夜
割
増
賃
金
を
支
払
う
べ
き
義
務
が
あ
る
。」

（
ｄ
）「
労
基
法
三
七
条
所
定
の
割
増
賃
金
の
基
礎
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の
労
働
時
間
又
は
労
働
日
の
賃
金
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
通

常
の
賃
金
で
あ
る
。
こ
の
通
常
の
賃
金
は
、
当
該
法
定
時
間
外
労
働
な
い
し
深
夜
労
働
が
、
深
夜
で
は
な
い
所
定
労
働
時
間
中
に
行
わ
れ
た

場
合
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
賃
金
で
あ
り
、
Ｘ
ら
に
つ
い
て
は
そ
の
基
準
賃
金
を
基
礎
と
し
て
算
定
す
べ
き
で
あ
る
。」

（法政研究 86－3－186）
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（
３
）
割
増
賃
金
の
意
味

　

こ
の
判
決
は
、
労
働
契
約
上
の
賃
金
の
算
定
（（
ａ
）
労
働
時
間
と
し
て
の
仮
眠
時
間
に
支
払
わ
れ
る
労
働
契
約
に
お
け
る
賃
金
の
合
意
）

と
割
増
賃
金
の
算
定
基
礎
の
算
定
（（
ｃ
）「
通
常
の
賃
金
」）
を
明
確
に
峻
別
す
る
解
釈
を
し
て
お
り
、
本
判
決
に
い
う
「
通
常
の
賃
金
」
は
、

本
稿
に
お
け
る
「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
」
に
当
た
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
判
決
は
、
労
働
契
約
に
お
け
る
賃
金
の
合
意

に
か
か
わ
ら
ず
、
労
基
法
三
七
条
等
の
計
算
方
法
に
よ
る
割
増
賃
金
を
支
払
う
べ
き
義
務
が
あ
る
と
し
た
が
、
本
判
決
に
い
う
労
基
法
一
三

条
・
三
七
条
に
基
づ
い
て
支
払
う
義
務
が
あ
る
時
間
外
割
増
賃
金
・
深
夜
割
増
賃
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
％
部
分
で
あ
り
（
一
〇
〇
％
に
当

た
る
部
分
は
、
泊
り
勤
務
手
当
と
し
て
既
払
い
と
な
っ
て
い
る
）（

1（
（

、
二
五
％
説
の
立
場
か
ら
も
理
解
し
う
る
。

　

ま
た
、「
労
働
と
賃
金
の
対
価
関
係
は
労
働
契
約
の
本
質
的
部
分
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
」、
賃
金
支
払
義
務
（
賃
金

請
求
権
）
の
内
容
は
、
労
働
契
約
の
合
理
的
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
で
労
働
し
た
時
間
に
対
し
て
は
、
通

常
は
（
原
則
と
し
て
）
労
働
契
約
上
の
賃
金
支
払
の
対
象
と
な
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
立
て
ば
、
通
常
の
時
間
外
労
働
に

つ
い
て
、
使
用
者
に
は
、
労
働
契
約
の
解
釈
か
ら
一
〇
〇
％
分
の
賃
金
支
払
義
務
が
生
じ
、
加
え
て
、
労
基
法
三
七
条
に
基
づ
く
割
増
賃
金

（
二
五
％
）
の
支
払
義
務
を
負
う
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
11
（

。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
例
外
的
に
、
割
増
賃
金
を
二
五
％
に
限
定
す
る
出
来
高
払
制
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
理
解
と
な
る
が
（
前
掲
高
知

県
観
光
事
件
と
の
整
合
性
は
あ
る
）、
本
件
も
、
事
後
的
に
労
基
法
上
の
労
働
時
間
と
認
定
さ
れ
た
場
合
の
例
外
的
な
解
釈
論
と
し
て
、
一

〇
〇
％
部
分
と
二
五
％
部
分
を
切
り
離
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
、
な
お
一
二
五
％
説
を
否
定
し
た
も
の
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

（86－3－187）
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４　

テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
事
件
・
最
一
小
判
平
二
四
・
三
・
八
労
判
一
〇
六
〇
号
五
頁

（
１
）
事
案
の
概
要

Ｘ
は
、
人
材
派
遣
会
社
で
あ
る
Ｙ
社
の
契
約
社
員
で
あ
り
、
Ｙ
社
と
Ｘ
の
間
の
雇
用
契
約
で
は
、
基
本
給
を
四
一
万
円
と
し
た
上
で
、
一

か
月
間
の
労
働
時
間
の
合
計
（
月
間
総
労
働
時
間
）
が
一
八
〇
時
間
を
超
え
た
場
合
に
は
そ
の
超
え
た
時
間
に
つ
き
一
時
間
当
た
り
二
五
六

〇
円
を
支
払
う
が
、
月
間
総
労
働
時
間
が
一
四
〇
時
間
に
満
た
な
い
場
合
に
は
そ
の
満
た
な
い
時
間
に
つ
き
一
時
間
当
た
り
二
九
二
〇
円
を

控
除
す
る
旨
が
約
定
さ
れ
て
い
た
。
Ｘ
は
平
成
一
七
年
五
月
か
ら
同
一
八
年
一
〇
月
ま
で
の
間
の
各
月
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
一
時
間
当
た

り
四
〇
時
間
を
超
え
る
労
働
又
は
一
日
当
た
り
八
時
間
を
超
え
る
労
働
を
し
た
（
こ
の
間
、
平
成
一
七
年
六
月
を
除
い
て
（
同
月
は
一
八
〇

時
間
を
一
二
時
間
五
七
分
超
過
し
た
）、
月
間
総
労
働
時
間
は
一
八
〇
時
間
以
下
で
あ
っ
た
）。
Ｘ
は
退
職
後
、
本
件
期
間
に
お
け
る
時
間
外

労
働
（
法
定
労
働
時
間
を
超
え
る
時
間
に
お
け
る
労
働
）
に
対
す
る
賃
金
（
時
間
外
手
当
）
及
び
付
加
金
等
の
支
払
い
を
求
め
た
。

（
２
）
判
旨

（
ａ
）「
月
額
四
一
万
円
の
全
体
が
基
本
給
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
が
他
の
部
分
と
区
別
さ
れ
て
」
労
基
法
三
七
条
一
項
所
定
の
「
時

間
外
の
割
増
賃
金
と
さ
れ
て
い
た
な
ど
の
事
情
は
う
か
が
わ
れ
な
い
上
、
上
記
の
割
増
賃
金
の
対
象
と
な
る
一
か
月
の
時
間
外
労
働
の
時
間

は
…
…
相
当
大
き
く
変
動
し
得
る
も
の
で
あ
」
り
、「
基
本
給
に
つ
い
て
、
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
同
項
の
規
定
す
る

時
間
外
の
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
」
ず
、「
月
間
一
八
〇
時
間
以
内
の
労
働
時
間
中
の
時
間
外
労
働
に
つ
い

て
も
…
…
基
本
給
と
は
別
に
、
労
働
基
準
法
三
七
条
一
項
の
規
定
す
る
割
増
賃
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

（法政研究 86－3－188）
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る
」（
高
知
県
観
光
事
件
参
照
）。

（
ｂ
）
ま
た
、「
月
間
一
八
〇
時
間
以
内
の
労
働
時
間
中
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
時
間
外
手
当
の
請
求
権
を
放
棄
し
た
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。」

（
ｃ
）
さ
ら
に
、「
平
成
一
七
年
六
月
分
の
一
二
時
間
五
七
分
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
時
間
外
手
当
に
つ
き
」、
計
算
結
果
を
誤
っ
て
い
る

（
11
（

。

（
ｄ
）「
特
段
の
事
情
の
有
無
、
Ｘ
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
時
間
外
手
当
の
額
、
付
加
金
の
支
払
を
命
ず
る
こ
と
の
適
否
及
び
そ
の
額
…
…
等

に
つ
い
て
更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
…
…
原
審
に
差
し
戻
す
」。

（
３
）
割
増
賃
金
の
意
味

（
ア
）
時
間
外
手
当
と
割
増
賃
金

本
判
決
は
、
理
由
一
に
お
い
て
、「
時
間
外
労
働
」
を
「
法
定
の
労
働
時
間
を
超
え
る
時
間
に
お
け
る
労
働
」
と
し
、「
時
間
外
手
当
」
を

「
時
間
外
労
働
に
対
す
る
賃
金
」
と
定
義
し
て
い
る

（
11
（

。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
、「
月
間
一
八
〇
時
間
以
内
の
労
働
時
間
中
の
時
間
外
労
働
に

つ
い
て
も
、
月
額
四
一
万
円
の
基
本
給
と
は
別
に
」、
労
基
法
三
七
条
一
項
の
「
規
定
す
る
割
増
賃
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
も
の
と
」
い

う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、「
時
間
外
手
当
の
額
」
等
に
つ
い
て
の
審
理
を
高
裁
に
差
し
戻
し
て
い
る
。
本
判
決
が
、
時
間
外
手
当
と
割
増
賃

金
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
点
は
注
目
で
き
る
。
自
然
に
読
め
ば
、
時
間
外
労
働
に
対
し
て
労
働
契
約
上
支
払
う
べ
き
通
常
の
賃
金
（
一
〇

〇
％
）
に
割
増
賃
金
（
二
五
％
説
）
を
加
算
し
た
も
の
が
時
間
外
手
当
と
理
解
で
き
、
二
五
％
説
に
依
拠
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
言

い
換
え
る
と
、
時
間
外
手
当
は
、
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
を
含
め
た
賃
金
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
Ｘ
に
別
途
支
払
う
べ
き
労
基
法
三
七
条
一
項
の
割
増
賃
金
は
、
そ
の
算
定
に
あ
た
っ
て
（
以
下
七
九
一
頁
の
【
図
１
】
参
照
）、
Ｘ

の
所
定
労
働
時
間
を
標
準
的
な
月
間
総
労
働
時
間
の
一
六
〇
時
間
と
し

（
11
（

、
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
を
四
一
万
円
と
す
れ
ば
、
二
五
六
二
・
五

円
（
四
一
万
円
÷
一
六
〇
時
間
） 

× 

〇
・
二
五
×
法
定
外
労
働
時
間
数
と
な
ろ
う

（
11
（

。
法
定
時
間
外
労
働
を
超
え
る
労
働
に
つ
い
て
、
割
増
賃
金

（86－3－189）
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の
支
払
い
が
強
制
さ
れ
る
と
こ
ろ
（
Ⓑ
）、
本
件
一
審
（
横
浜
地
判
平
二
〇
・
四
・
二
四
労
判
一
〇
六
〇
号
一
七
頁
）
は
、
割
増
部
分
（
二
五
％

説
に
立
ち
つ
つ
）
に
つ
い
て
、
月
に
一
六
〇
時
間
を
超
え
る
時
間
に
応
じ
た
時
間
分
（
Ⓐ
＋
Ⓑ
）
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、

法
が
強
制
し
て
い
な
い
一
六
〇
時
間
を
超
え
た
法
内
超
勤
（
Ⓐ
）
に
対
す
る
支
払
い
を
認
め
て
い
る
点
で
、
上
告
審
の
判
断
と
は
異
な
り
、
妥

当
で
は
な
い
。

（
イ
）
本
件
に
お
け
る
時
間
外
手
当
の
額

そ
こ
で
、
差
戻
審
で
審
理
す
べ
き
「
Ｘ
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
時
間
外
手
当
の
額
」
に
つ
い
て
は
、
①
月
間
一
八
〇
時
間
以
内
の
労
働
時
間

中
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
時
間
外
手
当
と
②
月
間
一
八
〇
時
を
超
え
る
労
働
時
間
中
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
時
間
外
手
当
（
平
成
一
七

年
六
月
の
み
）
が
あ
る
。
①
の
時
間
外
手
当
の
額
に
つ
い
て
、
割
増
賃
金
を
一
二
五
％
と
す
る
説
に
よ
れ
ば
、
Ⓑ
Ⓒ
の
部
分
と
な
る
（
付
加

金
の
対
象
と
な
り
う
る
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
二
五
％
説
か
ら
①
の
時
間
外
手
当
の
額
を
み
る
と
、
Ⓑ
を
割
増
賃
金
と
し
て
支
払
う
義
務
が
あ
る
が
、
Ⓒ
の
部
分
が
基

本
給
四
一
万
円
に
含
ま
れ
る
か
は
、
本
件
雇
用
契
約
の
合
理
的
解
釈
に
よ
る
。
例
え
ば
、
法
定
時
間
外
労
働
に
対
し
て
割
増
賃
金
の
支
払
い

を
義
務
付
け
た
趣
旨
を
踏
ま
え
る
と
、
二
五
％
の
み
の
支
払
い
で
は
、
労
働
者
へ
の
補
償
が
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
、
前
述
（
Ⅲ
３
（
３
））

の
通
り
、
使
用
者
に
は
、
時
間
外
労
働
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
一
〇
〇
％
分
の
賃
金
支
払
義
務
が
生
じ
る
と
も
解
し
う
る
。
こ
の
よ
う
に

解
す
る
と
、
二
五
％
説
に
立
ち
つ
つ
も
、
法
定
時
間
外
労
働
に
対
し
て
は
、
本
件
雇
用
契
約
に
お
い
て
も
、
後
述
の
②
の
算
定
方
法
に
準
じ

て
（
二
五
六
二
・
五
円
×
一
・
〇
〇
×
時
間
外
労
働
時
間
数
）
算
定
し
、
別
途
支
払
い
を
要
す
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
、
結
論
と
し
て
、

Ⓑ
＋
Ⓒ
が
時
間
外
手
当
と
な
り
、
一
二
五
％
説
と
算
定
額
は
同
じ
に
な
る
。

他
方
で
、
Ⓒ
の
部
分
に
つ
い
て
の
合
理
的
意
思
解
釈
と
し
て
、
本
件
一
審
は
、「
Ｘ
と
Ｙ
社
は
一
か
月
当
た
り
一
八
〇
時
間
ま
で
の
労
働
に

つ
い
て
基
本
給
四
一
万
円
と
す
る
旨
合
意
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
所
定
労
働
時
間
で
あ
る
一
六
〇
時
間
を
超
え
て
一
八
〇
時
間
ま
で
の
割

増
部
分
を
除
く
基
本
賃
金
に
つ
い
て
は
基
本
給
四
一
万
円
に
含
ま
れ
て
い
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
Ⓒ
の
支
払
い
を
命
じ
な

（法政研究 86－3－190）
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か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
Ⓑ
は
割
増
賃
金
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
本
件
雇
用
契
約
に
お
け
る
①
の

時
間
外
手
当
の
額
と
同
一
額
と
な
る

（
11
（

。

ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
本
件
雇
用
契
約
に
お
い
て
一
時
間
当
た
り
二
五
六
〇
円
を
支
払
う
と
合
意

し
、
一
万
九
八
四
〇
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
本
判
決
（
ｃ
）
時
間
外
手
当
の
係
数
一
・
二
五

に
よ
り
算
出
さ
れ
た
時
間
外
手
当
（
二
五
六
二
・
五
円
）
と
二
・
五
円
に
差
額
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

改
め
て
計
算
し
て
（
二
五
六
二
・
五
円
×
一
・
二
五
×
一
二
時
間
五
七
分
）、
既
払
い
額
（
一
万
九
八
四

〇
円
）
と
の
差
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
本
判
決
は
、
時
間
単
価
を
二
五
六
二
・
五
円
と
し
て
い
る

よ
う
に
読
め
、
一
二
五
％
説
に
立
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
労
働
契

約
上
の
「
時
間
外
手
当
」
の
額
の
問
題
で
あ
っ
て
、
割
増
賃
金
（
二
五
％
説
）
を
前
提
と
し
つ
つ
、
本

件
労
働
契
約
に
お
け
る
時
間
外
手
当
に
つ
い
て
、
前
述
（
Ⅲ
３
（
３
））
の
通
り
契
約
の
合
理
的
解
釈
か

ら
（
一
時
間
当
た
り
二
五
六
〇
円
を
支
払
う
と
い
う
契
約
上
の
合
意
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
解
す
る
の
が

当
事
者
の
意
思
に
も
沿
う
）、
原
則
と
し
て
、
労
働
契
約
上
の
通
常
の
賃
金
も
併
せ
て
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
ウ
）
高
知
県
観
光
事
件
と
本
件
の
違
い

と
こ
ろ
で
、
本
判
決
は
、
歩
合
給
（
出
来
高
払
）
制
で
は
な
い
（
深
夜
労
働
も
な
か
っ
た
）
事
案
に

お
い
て
、
オ
ー
ル
歩
合
給
制
の
前
掲
高
知
県
観
光
事
件
判
決
を
参
照
し
て
判
断
し
て
い
る
。
判
別
の
要

件
に
つ
い
て
、
高
知
県
観
光
事
件
は
、
オ
ー
ル
歩
合
給
制
を
前
提
に
、「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
当

た
る
部
分
と
時
間
外
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
」
と
の
判
別
を
問
題
と
し
た
が
、
本
件
で

も
、「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
同
項
の
規
定
す
る
時
間
外
の
割
増
賃
金
に
当
た
る
部

【図１】Ｘの割増賃金・時間外手当

（86－3－191）
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分
」
と
の
判
別
を
問
題
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
五
％
説
か
ら
み
る
と
、
判
別
の
対
象
と
な
り
う
る
の
は
、「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金

に
当
た
る
部
分
」
と
「
時
間
外
手
当
に
当
た
る
部
分
」
と
も
考
え
ら
れ
る
（
一
二
五
％
説
は
、
割
増
賃
金
＝
時
間
外
手
当
と
な
る
た
め
、
同

一
の
規
範
で
も
問
題
な
い
）。

つ
ま
り
、
前
掲
高
知
県
観
光
事
件
で
は
、
割
増
賃
金
の
額
が
本
判
決
に
い
う
「
時
間
外
手
当
」（
時
間
外
労
働
（
法
定
の
労
働
時
間
を
超

え
る
時
間
に
お
け
る
労
働
）
に
対
す
る
賃
金
）
と
同
じ
も
の
に
な
る
た
め
、
両
者
の
区
別
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
本
判
決
に
お
い
て

は
、「
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
、
規
範
の
意
味
が
異
な
り
う
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
件
に
お
け
る
労

働
契
約
上
の
賃
金
に
つ
い
て
、
上
記
の
本
件
一
審
判
決
の
よ
う
な
捉
え
方
を
す
れ
ば
、
一
八
〇
時
間
ま
で
の
基
本
給
四
一
万
円
の
う
ち
通
常

の
労
働
時
間
の
賃
金
と
法
定
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
（
二
五
％
）
に
当
た
る
部
分
と
の
判
別
を
問
題
と
し
て
も
、
規
範
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
に
大
き
な
違
い
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、「
割
増
賃
金
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
（
二
五
％
か
一
二
五
％
か
）
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
出
来
高
払
制
の
事
案
（
二
五
％

で
の
計
算
が
前
提
の
も
の
）
に
お
い
て
定
立
さ
れ
た
規
範
を
そ
れ
以
外
の
事
案
で
参
照
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

５　

国
際
自
動
車
事
件
・
最
三
小
判
平
二
九
・
二
・
二
八
労
判
一
一
五
二
号
五
頁

（
１
）
事
案
の
概
要

Ｘ
ら
は
、
Ｙ
社
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
で
あ
る
。
Ｙ
社
の
賃
金
規
則
所
定
の
Ｘ
ら
の
賃
金
は
、
①
基
本
給
・
服
務
手
当
（
以
下
「
基
本
給
等
」

と
い
う
）、
②
歩
合
給
（
一
）、
③
歩
合
給
（
二
）、
④
割
増
金
（
残
業
手
当
、
深
夜
手
当
等
）、
⑤
交
通
費
か
ら
成
り
、
①
基
本
給
は
一
乗
務
（
一

五
・
五
時
間
）
一
万
二
五
〇
〇
円
で
、
服
務
手
当
（
タ
ク
シ
ー
に
乗
務
せ
ず
に
勤
務
し
た
場
合
の
賃
金
）
は
一
時
間
当
た
り
一
〇
〇
〇
円
ま

（法政研究 86－3－192）



割増賃金の意味――25％か 125％か（山下）

777

た
は
一
二
〇
〇
円
と
さ
れ
、
②
④
の
算
定
に
あ
た
り
、｛（
揚
高
―
基
礎
控
除
）
×
所
定
乗
率
｝
で
算
定
し
た
額
を
「
対
象
額
Ａ
」
と
し
、
④

の
う
ち
残
業
手
当
を
｛
基
本
給
等
÷ 

（
出
勤
日
数
×
一
五
・
五
） 

×
一
・
二
五
×
時
間
外
労
働
時
間
数
＋ 

（
対
象
額
Ａ
÷
総
労
働
時
間
） 

×

〇
・
二
五
×
時
間
外
労
働
時
間
数
｝
と
し
て
計
算
し
、
深
夜
手
当
、
休
日
労
働
手
当
相
当
額
も
同
様
に
計
算
す
る
。
②
歩
合
給
（
一
）
を
｛
対

象
額
Ａ
― 
（
割
増
金
＋
交
通
費
）｝
と
し
て
計
算
し
（
割
増
金
等
の
額
が
対
象
額
Ａ
を
上
回
る
場
合
は
零
円
と
す
る
）、
③
歩
合
給
（
二
）
を

｛（
税
別
揚
高
―
三
四
万
一
〇
〇
〇
円
） 

×
〇
・
〇
五
｝
と
し
て
計
算
す
る
。
Ｘ
ら
は
、
時
間
外
労
働
等
を
行
い
割
増
金
が
支
給
さ
れ
て
も
、

そ
の
分
歩
合
給
か
ら
差
し
引
か
れ
、
揚
高
が
同
じ
で
あ
れ
ば
賃
金
も
同
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
賃
金
規
則
の
定
め
は
労
基
法
三
七
条
や
公
序

に
反
す
る
と
し
て
、
割
増
賃
金
等
の
支
払
い
を
求
め
て
提
訴
し
た

（
２
）
判
旨

（
ａ
）
労
基
法
三
七
条
等
は
、「
時
間
外
、
休
日
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
の
支
払
義
務
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
…
…
、
同
条
は
、
労
働
基

準
法
三
七
条
等
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
額
を
下
回
ら
な
い
額
の
割
増
賃
金
を
支
払
う
こ
と
を
義
務
付
け
る
に
と
ど
ま
り
、

使
用
者
に
対
し
、
労
働
契
約
に
お
け
る
割
増
賃
金
の
定
め
を
労
働
基
準
法
三
七
条
等
に
定
め
ら
れ
た
算
定
方
法
と
同
一
の
も
の
と
し
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
割
増
賃
金
を
支
払
う
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
。」

（
ｂ
）「
そ
し
て
、
使
用
者
が
、
労
働
者
に
対
し
、
時
間
外
労
働
等
の
対
価
と
し
て
労
働
基
準
法
三
七
条
の
定
め
る
割
増
賃
金
を
支
払
っ
た

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
は
、
労
働
契
約
に
お
け
る
賃
金
の
定
め
に
つ
き
、
そ
れ
が
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
当
た

る
部
分
と
同
条
の
定
め
る
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
に
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
判
別
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
に
、
割
増
賃
金
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
額
が
、
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
を
基
礎
と
し
て
、

労
働
基
準
法
三
七
条
等
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
割
増
賃
金
の
額
を
下
回
ら
な
い
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
」（
高
知
県

（86－3－193）
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観
光
事
件
、
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
事
件
参
照
）、「
上
記
割
増
賃
金
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
額
が
労
働
基
準
法
三
七
条
等
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に

よ
り
算
定
し
た
割
増
賃
金
の
額
を
下
回
る
と
き
は
、
使
用
者
が
そ
の
差
額
を
労
働
者
に
支
払
う
義
務
を
負
う
」。

（
ｃ
）「
他
方
に
お
い
て
、
労
働
基
準
法
三
七
条
は
、
労
働
契
約
に
お
け
る
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
に
つ
い
て

特
に
規
定
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
労
働
契
約
に
お
い
て
売
上
高
等
の
一
定
割
合
に
相
当
す
る
金
額
か
ら
同
条
に
定
め
る
割
増
賃

金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
も
の
を
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
と
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
た
場
合
に
、
当
該
定
め
に
基
づ
く
割
増
賃
金

の
支
払
が
同
条
の
定
め
る
割
増
賃
金
の
支
払
と
い
え
る
か
否
か
は
問
題
と
な
り
得
る
も
の
の
、
当
該
定
め
が
当
然
に
同
条
の
趣
旨
に
反
す
る

も
の
と
し
て
公
序
良
俗
に
反
し
、
無
効
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。

（
３
）
割
増
賃
金
の
意
味

（
ア
）
本
件
の
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分

　

本
判
決
は
、「
時
間
外
労
働
等
の
対
価
」
と
し
て
、
労
基
法
三
七
条
の
定
め
る
「
割
増
賃
金
」
を
捉
え
た
上
で
、
①
「
通
常
の
労
働
時
間

の
賃
金
に
当
た
る
部
分
」
と
「
同
条
の
定
め
る
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
」
と
の
判
別
が
で
き
る
か
、
②
で
き
る
場
合
に
労
基
法
三
七
条
等

で
定
め
た
割
増
賃
金
の
額
を
下
回
ら
な
い
か
（
下
回
る
場
合
は
差
額
の
支
払
を
要
す
る
）
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
本
件
賃

金
規
程
で
は
、
時
間
外
労
働
等
の
対
価
と
し
て
「
割
増
金
」
が
支
払
わ
れ
て
お
り
、
割
増
金
に
は
、
基
本
給
等
に
対
応
し
て
算
定
さ
れ
る
部

分
と
出
来
高
払
制
（
歩
合
給
（
一
）（
二
））
で
算
定
さ
れ
る
部
分
が
あ
り
、
前
者
は
算
定
基
礎
額
に
一
・
二
五
を
乗
じ
、
後
者
は
算
定
基

礎
額
に
〇
・
二
五
を
乗
じ
て
計
算
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
本
判
決
（
ｃ
）
は
、
本
件
労
働
契
約
の
定
め
に
基
づ
く
（
約
定
上
の
計
算
に
よ
る
）
割
増
賃
金
（「
当
該
定
め
に
基
づ
く
割
増
賃
金
」）

と
労
基
法
三
七
条
の
定
め
る
割
増
賃
金
が
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
一
方
で
、
後
者
の
算
定
基
礎
と
な
る
労
基
法
三
七
条
の

通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
し
て
い
な
い

（
11
（

。
そ
し
て
、
本
判
決
は
、
原
審
が
②
本
件
賃
金
規
程
に
基
づ
い
て
割
増
賃

（法政研究 86－3－194）
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金
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
額
が
労
基
法
三
七
条
等
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
割
増
賃
金
の
額
を
下
回
ら
な
い
か
否
か
（
①
は
②

を
判
断
す
る
前
提
と
な
る
）
に
つ
い
て
の
審
理
を
し
て
い
な
い
と
し
て
、
高
裁
に
差
し
戻
し
た
。

（
イ
）
割
増
賃
金
の
算
定
基
礎

　

本
件
に
お
け
る
割
増
賃
金
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
契
約
に
お
け
る
「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
」
を
「
基
本
給
等
＋
歩
合
給
（
一
）

＋
歩
合
給
（
二
）」
を
捉
え
、
こ
れ
を
労
基
法
三
七
条
の
「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
」
と
す
る
な
ら
ば
、
算
定
基
礎
に
割
増
賃
金
が
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
算
定
基
礎
と
し
て
の
性
質
を
失
う
と
の
批
判
が
あ
る

（
11
（

。
ま
た
、
そ
も
そ
も
労
基
法
三
七

条
の
割
増
賃
金
の
算
定
基
礎
は
、「
時
間
外
・
深
夜
で
な
い
通
常
の
労
働
時
間
に
当
該
労
働
が
な
さ
れ
た
場
合
の
賃
金
」
で
あ
っ
て
、「
法
定

時
間
外
労
働
等
が
未
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
状
態
」
の
賃
金
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
基
法
三
七
条
の
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に

お
い
て
、
時
間
外
労
働
等
の
対
価
を
控
除
す
る
（
マ
イ
ナ
ス
計
算
す
る
）
こ
と
に
は
批
判
が
強
い

（
11
（

。

こ
う
し
た
批
判
自
体
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
本
件
に
お
け
る
労
基
法
三
七
条
の
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
を
［
基
本
給
等

＋
対
象
額
Ａ
＋
歩
合
給
（
二
）］
と
解
す
れ
ば
、
減
額
も
さ
れ
ず
、
変
動
も
し
な
い
。
つ
ま
り
、
判
別
の
要
件
は
、
労
基
法
三
七
条
一
項
・

五
項
所
定
の
割
増
賃
金
の
算
定
基
礎
の
確
定
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
労
働
契
約
に
お
け
る
賃
金
の
定
め
（
賃
金
を
構
成
す
る
各
種
支

給
項
目
・
手
当
）
の
中
で
、
算
定
基
礎
部
分
と
割
増
賃
金
部
分
を
「
確
定
」
す
れ
ば
、
同
条
違
反
の
有
無
を
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
、
労
基

法
三
七
条
の
算
定
基
礎
は
、
同
法
の
技
術
的
必
要
に
基
づ
く
（
平
均
賃
金
の
よ
う
に
）
便
宜
的
な
も
の
で
あ
り
、
同
法
所
定
の
算
定
方
法
に

よ
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
同
条
の
趣
旨
を
考
慮
す
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
時
間
外
労
働
等
の
対
価

（
割
増
金
）
を
控
除
す
る
算
定
方
法
は
妥
当
で
は
な
い
た
め
、
算
定
基
礎
に
算
入
す
べ
き
は
、「
歩
合
給
（
一
）」
で
は
な
く
、
控
除
前
の
「
対

象
額
Ａ
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
よ
う

（
1（
（

。
ま
た
、
交
通
費
も
除
外
賃
金
と
し
て
算
入
す
べ
き
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
本
判
決
が
い
う
「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
」
に
は
、「
労
働
契
約
に
お
け
る
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
」
と
「
労

基
法
三
七
条
に
お
け
る
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
」
の
二
つ
が
あ
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
両
者
を
同
一
の
も
の
と
解
し

（86－3－195）
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て
本
判
決
の
判
旨
（
Ⅲ
５
（
２
）（
ｃ
））
を
読
む
と
す
れ
ば
、「
労
基
法
三
七
条
は
、『
労
基
法
三
七
条
に
お
け
る
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
』

を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
に
つ
い
て
特
に
規
定
を
し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
同
条
や
同
法
施
行
規
則
一
九
条
の
規
定
が
存
在
す

る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
を
整
合
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
上
述
の
通
り
、
本
判
決
の
「
通

常
の
労
働
時
間
の
賃
金
」
に
は
、
二
つ
の
も
の
が
混
在
し
、
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
と
み
る
ほ
か
な
い
。

（
ウ
）
労
基
法
三
七
条
等
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
割
増
賃
金
の
額

　

本
件
労
働
契
約
に
お
け
る
割
増
賃
金
部
分
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
受
け
る
賃
金
が
「
二
以
上
よ
り
成
る
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
」
の
方
法
で
算
定
し
た
金
額
の
合
計
額
で
算
定
さ
れ
る
た
め

（
11
（

、
歩
合
給
部
分
は
前
掲
高
知
県
観
光
事
件
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

基
本
給
等
に
対
応
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
件
賃
金
規
程
に
お
い
て
一
・
二
五
を
乗
じ
て
お
り
、
一
二
五
％
説
に
依
拠
し
て
い
る

（
11
（

。

本
判
決
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
決
と
異
な
り
、
既
に
支
払
わ
れ
た
金
額
が
労
基
法
「
三
七
条
等
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
割
増

賃
金
の
額
を
下
回
る
と
き
は
、
使
用
者
が
そ
の
差
額
を
労
働
者
に
支
払
う
義
務
を
負
う
」
こ
と
を
明
示
的
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
に

判
別
の
可
否
だ
け
で
な
く
、
そ
の
差
額
を
算
定
す
る
上
で
、
法
所
定
の
「
割
増
賃
金
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

こ
で
の
「
割
増
賃
金
」
を
二
五
％
と
一
二
五
％
の
い
ず
れ
の
趣
旨
で
捉
え
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
つ
ま
り
、
判
別
の
方
法
と
差
額
の

算
定
方
法
の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
、
割
増
賃
金
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
示
し
て
い
な
い
点
で
非
常
に

大
き
な
問
題
が
あ
る
。

（法政研究 86－3－196）
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６　

医
療
法
人
社
団
康
心
会
事
件
・
最
二
小
判
平
二
九
・
七
・
七
労
判
一
一
六
八
号
四
九
頁

（
１
）
事
案
の
概
要

医
師
で
あ
る
Ｘ
と
病
院
等
を
運
営
す
る
Ｙ
は
、
次
の
内
容
の
雇
用
契
約
を
締
結
し
た
。
年
俸
一
七
〇
〇
万
円
（
①
本
給
月
額
八
六
万
円
、

②
諸
手
当
（
職
務
手
当
・
調
整
手
当
等
）
月
額
三
四
万
一
〇
〇
〇
円
、
③
賞
与
）、
週
五
日
勤
務
・
所
定
勤
務
時
間
八
：
三
〇
～
一
七
：
三
〇
（
休

憩
一
時
間
）
を
基
本
と
す
る
が
、
業
務
上
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
以
外
の
時
間
帯
で
も
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
医

師
時
間
外
勤
務
給
与
規
程
（
本
件
規
程
）
に
よ
れ
ば
、
二
一
：
〇
〇
～
翌
日
八
：
三
〇
の
間
及
び
休
日
に
発
生
す
る
緊
急
業
務
等
に
要
し
た

時
間
を
対
象
と
し
て
時
間
外
手
当（
①
本
給
月
額
÷
月
所
定
労
働
時
間
×
対
象
の
実
働
時
間
数
）を
支
給
す
る
が（
時
間
外
の
割
増
分
は
な
く
、

深
夜
割
増
分
と
当
直
手
当
（
一
回
三
万
円
）
は
別
途
支
給
）、
通
常
業
務
の
延
長
と
み
な
さ
れ
る
時
間
外
業
務
は
支
給
対
象
外
で
あ
っ
た
。
Ｘ

Ｙ
間
の
契
約
に
お
い
て
、
本
件
規
程
に
基
づ
き
支
払
わ
れ
る
も
の
以
外
の
時
間
外
労
働
等
に
対
す
る
割
増
賃
金
に
つ
い
て
、
年
俸
に
含
ま
れ

る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
が
（
本
件
合
意
）、
時
間
外
労
働
等
に
対
す
る
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
は
明
ら
か
で
な
い
。
な
お
、
本
件
規
程

に
基
づ
き
Ｘ
に
時
間
外
手
当
一
五
万
五
三
〇
〇
円
と
当
直
手
当
四
二
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
Ｘ
は
割
増
賃
金
等
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

（
２
）
判
旨

（
ａ
）「
労
働
基
準
法
三
七
条
が
時
間
外
労
働
等
に
つ
い
て
割
増
賃
金
を
支
払
う
べ
き
こ
と
を
使
用
者
に
義
務
付
け
て
い
る
の
は
、
使
用
者

に
割
増
賃
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
外
労
働
等
を
抑
制
し
、
も
っ
て
労
働
時
間
に
関
す
る
同
法
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
と
と

も
に
、
労
働
者
へ
の
補
償
を
行
お
う
と
す
る
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
」（
静
岡
県
教
職
委
事
件
参
照
）。
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（
ｂ
）「
割
増
賃
金
を
あ
ら
か
じ
め
基
本
給
等
に
含
め
る
方
法
で
支
払
う
場
合
に
お
い
て
は
、
…
…
労
働
契
約
に
お
け
る
基
本
給
等
の
定
め

に
つ
き
、
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
」る（
高

知
県
観
光
事
件
、
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
事
件
、
国
際
自
動
車
事
件
参
照
）。

（
ｃ
）「
時
間
外
労
働
等
に
対
す
る
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
」
り
、「
Ｘ
に
支
払
わ
れ

た
賃
金
の
う
ち
時
間
外
労
働
等
に
対
す
る
割
増
賃
金
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
額
を
確
定
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
…
…
判
別

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」「
し
た
が
っ
て
、
Ｙ
社
の
Ｘ
に
対
す
る
年
俸
の
支
払
に
よ
り
、
Ｘ
の
時
間
外
労
働
及
び
深
夜
労
働
に
対
す
る
割
増

賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

（
３
）
割
増
賃
金
の
意
味

　

本
判
決
は
、
月
額
給
与
（
本
給
＋
諸
手
当
）
一
二
〇
万
一
〇
〇
〇
円
、
賞
与
（
本
給
の
三
か
月
分
相
当
額
）
と
す
る
年
俸
制
の
事
案
に
お

い
て
も
、
出
来
高
払
制
の
事
案
（
前
掲
高
知
県
観
光
事
件
）
の
規
範
を
適
用
し
た
。
他
方
で
、
本
判
決
は
、
前
掲
静
岡
県
教
職
委
事
件
を
参

照
し
（
た
だ
し
、
文
言
は
や
や
異
な
る
）、
使
用
者
に
割
増
賃
金
の
支
払
を
義
務
付
け
て
い
る
の
は
、「
時
間
外
労
働
の
抑
制
」
や
「
労
働
者

へ
の
補
償
」
の
趣
旨
に
よ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
こ
う
し
た
趣
旨
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
割
増
賃
金
を
二
五
％
に
限
定
し
て
し
ま
う
と
、
時

間
外
労
働
の
抑
制
や
労
働
者
へ
の
補
償
の
意
味
合
い
は
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
は
、
前
掲
国
際
自
動
車
事
件

と
同
様
、
割
増
賃
金
の
意
味
に
つ
い
て
、
特
段
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、
割
増
賃
金
支
払
義
務
の
趣
旨
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的

に
は
一
二
五
％
の
支
払
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
〇
〇
％
部
分
は
、
賃
金
支

払
い
義
務
と
し
て
当
然
に
認
め
ら
れ
る
と
の
前
提
に
立
っ
た
上
で
、
二
五
％
を
割
り
増
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
外
労
働
の
抑
制
等
の
趣

旨
を
読
み
込
む
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
な
お
二
五
％
説
で
の
説
明
を
困
難
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（法政研究 86－3－198）
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そ
し
て
、
本
判
決
は
、
法
所
定
の
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
割
増
賃
金
を
全
て
支
払
っ
た
か
否
か
、
付
加
金
の
支
払
を
命
ず
る
こ
と
の
適
否
及

び
そ
の
額
等
に
つ
い
て
審
理
を
差
し
戻
し
た
と
こ
ろ
、
差
戻
審
（
東
京
高
判
平
三
〇
・
二
・
二
二
労
判
一
一
八
一
号
一
一
頁
）
は
、
Ｘ
の
時
間

外
労
働
に
つ
い
て
、
未
払
い
給
与
と
し
て
、
Ｘ
の
時
間
単
価
七
三
八
三
円
に
時
間
外
労
働
時
間
数
を
乗
じ
た
金
額
を
算
出
す
る
と
と
も
に
、
月

六
〇
時
間
を
超
え
た
割
増
手
当
、
深
夜
割
増
手
当
、
月
六
〇
時
間
未
満
の
時
間
外
割
増
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
、
〇
・
五
、
〇
・
二
五
、
〇
・
二
五

の
割
増
率
を
乗
じ
て
算
定
し
て
い
る
。
他
方
で
、
割
増
分
を
含
む
賃
金
（
一
〇
〇
％
部
分
も
含
む
）
を
対
象
と
し
て
、
一
部
弁
済
分
を
除
い
た

全
額
に
つ
い
て
、「
付
加
金
と
し
て
割
増
賃
金
の
残
額
と
同
額
」
の
支
払
を
命
じ
て
お
り
、
一
二
五
％
を
「
割
増
賃
金
」
と
捉
え
て
い
る

（
11
（

。

７　

日
本
ケ
ミ
カ
ル
事
件
・
最
一
小
判
平
三
〇
・
七
・
一
九
労
判
一
一
八
六
号
五
頁

（
１
）
事
案
の
概
要

Ｘ
は
Ｙ
の
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
①
Ｘ
Ｙ
間
の
採
用
条
件
確
認
書
で
は
、「
月
額
給
与
四
六
一
、
五
〇
〇
」、「
業
務
手
当
一
〇
一
、

〇
〇
〇
み
な
し
時
間
外
手
当
）」、「
時
間
外
手
当
は
、
み
な
し
残
業
時
間
を
超
え
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
業

務
手
当
に
つ
い
て
、
②
Ｙ
の
賃
金
規
程
に
は
、「
時
間
手
当
の
代
わ
り
と
し
て
支
給
す
る
」
と
定
め
、
③
Ｘ
以
外
の
従
業
員
と
の
間
の
確
認

書
で
は
、「
固
定
時
間
外
労
働
賃
金
（
時
間
外
労
働
三
〇
時
間
分
）
と
し
て
」
支
給
す
る
と
記
載
し
て
い
た
。
Ｘ
の
月
平
均
所
定
労
働
時
間

は
一
五
七
・
三
時
間
で
あ
り
、
平
成
二
五
年
一
月
～
同
二
六
年
三
月
に
お
け
る
各
月
の
Ｘ
の
時
間
外
労
働
等
の
時
間
を
み
る
と
、
三
〇
時
間

以
上
が
三
回
、
二
〇
時
間
未
満
が
二
回
、
二
〇
時
間
台
が
一
〇
回
で
あ
り
、
給
与
明
細
の
時
間
外
労
働
時
間
や
時
給
単
価
の
欄
は
ほ
ぼ
全
て

の
月
で
空
欄
で
あ
っ
た
。
Ｘ
は
、
時
間
外
労
働
等
に
対
す
る
賃
金
等
の
支
払
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

（86－3－199）
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（
２
）
判
旨

（
ａ
）「
労
働
基
準
法
三
七
条
が
時
間
外
労
働
等
に
つ
い
て
割
増
賃
金
を
支
払
う
べ
き
こ
と
を
使
用
者
に
義
務
付
け
て
い
る
の
は
、
使
用
者

に
割
増
賃
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
外
労
働
等
を
抑
制
し
、
も
っ
て
労
働
時
間
に
関
す
る
同
法
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
と
と

も
に
、
労
働
者
へ
の
補
償
を
行
お
う
と
す
る
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
」（
静
岡
県
教
職
委
事
件
、
医
療
法
人
社
団
康
心
会
事

件
参
照
）。

（
ｂ
）「
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
基
本
給
や
諸
手
当
に
あ
ら
か
じ
め
含
め
る
こ
と
に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
う
と
い
う
方
法
自
体
が
直
ち
に

同
条
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
（
医
療
法
人
社
団
康
心
会
事
件
参
照
）、
使
用
者
は
、
労
働
者
に
対
し
、
雇
用
契
約
に
基
づ
き
、
時
間
外
労

働
等
に
対
す
る
対
価
と
し
て
定
額
の
手
当
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
同
条
の
割
増
賃
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。」

（
ｃ
）
Ｘ
に
支
払
わ
れ
た
業
務
手
当
は
、
一
か
月
当
た
り
の
平
均
所
定
労
働
時
間
（
一
五
七
・
三
時
間
）
を
基
に
算
定
す
る
と
、
約
二
八

時
間
分
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｘ
の
実
際
の
時
間
外
労
働
等
の
状
況
…
…
と
大
き
く
か
い
離
す
る

も
の
で
は
な
い
。」（

３
）
割
増
賃
金
の
意
味

　

本
判
決
は
、
業
務
手
当
が
「
時
間
外
労
働
等
に
対
す
る
対
価
」
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
た
か
が
争
点
と
な
っ
て
い
た
が
、「
約
二
八
時
間
分

の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
に
相
当
す
る
」
と
判
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
本
判
決
は
、
割
増
賃
金
を
一
二
五
％
説
に

基
づ
い
て
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
雇
用
契
約
や
就
業
規
則
等
に
お
い
て
は
、「
時
間
外
勤
務
手
当
」、「
時
間
外
手
当
」、「
時
間
手
当
」、

「
固
定
時
間
外
労
働
賃
金
」
と
い
っ
た
用
語
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、「
割
増
賃
金
」
と
い
う
用
語
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
雇
用
契
約
（
本

（法政研究 86－3－200）
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件
事
案
）
に
お
け
る
固
有
の
用
語
と
し
て
で
は
な
く
、
労
基
法
三
七
条
の
「
割
増
賃
金
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
本

判
決
が
、
前
掲
静
岡
県
教
職
委
事
件
と
前
掲
医
療
法
人
社
団
康
心
会
事
件
を
参
照
し
て
「
時
間
外
労
働
の
抑
制
」
と
「
労
働
者
へ
の
補
償
」
の

趣
旨
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
当
否
は
措
く
と
し
て
、
割
増
賃
金
を
一
二
五
％
と
し
て
捉
え
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅳ　

割
増
賃
金
の
意
味

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
割
増
賃
金
を
め
ぐ
っ
て
は
、
判
別
の
要
件
が
判
例
上
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
判
別
の
要
件
は
、
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
労
基
法
三
七
条
一
項
の
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
の
判
別
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
理
は
、
前
掲
高
知
県
観
光
事
件
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
事
件
は
、
出
来
高
払
制
の
事
案
で
あ
り
、

割
増
賃
金
の
意
味
が
、
時
給
制
や
月
給
制
等
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
原
則
と
し
て
、
二
五
％
の
み
を
割
増
賃
金
と

捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
前
掲
大
星
ビ
ル
管
理
事
件
の
時
間
外
割
増
賃
金
・
深
夜
割
増
賃
金
の
算
定
や
通
常
の
賃
金
（
通
常
の
労
働

時
間
の
賃
金
）
の
解
釈
は
、
二
五
％
説
に
親
和
的
な
解
釈
で
あ
り
、
法
理
と
し
て
の
連
続
性
を
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
判
別
の
要
件
は
、
そ
の
後
、
出
来
高
給
制
以
外
の
事
案
に
も
次
々
と
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
掲
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
事

件
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
二
五
％
部
分
と
一
〇
〇
％
部
分
を
切
り
離
す
解
釈
（
同
事
件
一
審
判
決
）
も
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
法
理
の
連

続
性
を
ギ
リ
ギ
リ
繋
ぎ
止
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
の
後
、
前
掲
国
際
自
動
車
事
件
で
は
、
判
別
の
方
法
と
差
額
の
算
定
方
法
の
二
つ
の
問

題
に
つ
い
て
、
割
増
賃
金
の
意
味
（
二
五
％
か
一
二
五
％
か
）
を
示
し
て
い
な
い
た
め
、
具
体
的
な
判
断
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
前
掲
医
療
法
人
社
団
康
心
会
事
件
と
前
掲
日
本
ケ
ミ
カ
ル
事
件
が
、
割
増
賃
金
支
払
義
務
に
つ
い
て
「
時
間
外
労
働
の
抑
制
」

と
「
労
働
者
へ
の
補
償
」
の
趣
旨
を
強
調
し
た
こ
と
は
、
一
二
五
％
説
の
理
解
が
よ
り
説
得
的
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
前
掲
日
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本
ケ
ミ
カ
ル
事
件
は
、
一
二
五
％
説
で
の
計
算
に
基
づ
き
「
約
二
八
時
間
分
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
に
相
当
す
る
」
と
判
示
し

て
お
り
、
こ
の
点
は
、
本
判
決
の
理
論
的
な
意
義
に
加
え
て
、
割
増
賃
金
の
意
味
を
示
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
一
二
五
％
説
の
理
解
は
、
こ
れ
ま
で
の
下
級
審
の
主
流
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
立
法
過
程
の
理
解
や
行
政
解

釈
と
も
矛
盾
し
な
い
。
し
か
し
、
前
掲
日
本
ケ
ミ
カ
ル
事
件
の
判
旨
を
も
っ
て
、
こ
う
し
た
一
二
五
％
説
を
最
高
裁
が
採
用
し
た
と
判
断
す

る
に
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
と
い
え
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
平
成
三
一
年
度
科
学
研
究
助
成
事
業（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）基
盤
研
究（
Ｃ
）18K

01299

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
１ 

）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
下
昇
「
付
加
金
の
判
例
法
理
の
再
検
討
」
法
政
研
究
八
一
巻
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
四
七
頁
参
照
。

（
２ 

）
同
決
定
に
つ
い
て
は
、
山
下
昇
「
付
加
金
請
求
に
関
す
る
手
数
料
の
還
付
請
求
と
付
加
金
制
度
の
目
的
」
法
政
研
究
八
四
巻
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
二

四
一
頁
参
照
。

（
３ 

）
ま
た
、
深
夜
割
増
賃
金
は
、
労
基
法
施
行
規
則
二
〇
条
に
よ
り
時
間
外
・
休
日
労
働
の
割
増
率
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４ 

）行
政
解
釈
は
一
二
五
％
で
あ
り（
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
編『
労
働
基
準
法（
上
）〔
平
成
二
二
年
版
〕』（
労
務
行
政
、
二
〇
一
一
年
）五
一
八
頁
参
照
）、

寺
本
廣
作
『
労
働
基
準
法
解
説
（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
四
六
）』（
信
山
社
、
一
九
九
八
年
）
二
四
三
頁
も
同
様
の
見
解
で
あ
る
。
ま
た
、
刑
事
事

件
で
は
あ
る
が
、
藤
香
田
商
店
事
件
・
広
島
高
判
昭
二
五
・
九
・
八
刑
資
五
五
号
六
三
六
頁
は
、
一
二
五
％
の
支
払
を
要
す
る
と
す
る
。

（
５ 

）
東
京
大
学
労
働
法
研
究
会
編
『
注
釈
労
働
時
間
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
年
）
四
八
九
頁
以
下
、
東
京
大
学
労
働
法
研
究
会
編
『
注
釈
労
働
基
準
法
（
下

巻
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
六
三
一
頁
（
橋
本
陽
子
執
筆
）
参
照
。

（
６ 

）
梶
川
敦
子
「
割
増
賃
金
」
土
田
道
夫
＝
山
川
隆
一
編
『
労
働
法
の
争
点
』（
二
〇
一
四
年
、
有
斐
閣
）
一
〇
八
頁
も
、「
裁
判
例
の
傾
向
も
一
二
五
％
説

が
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
７ 

）
渡
辺
章
編
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
一
）（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
一
）』（
信
山
社
、
一
九
九
六
年
）
一
八
〇
頁
参
照
。

（
８ 

）
渡
辺
・
前
掲
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
一
）（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
一
）』
一
九
〇
頁
参
照
。
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（
９ 

）
渡
辺
・
前
掲
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
一
）（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
一
）』
二
〇
五
頁
参
照
。

（
10 

）
渡
辺
・
前
掲
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
一
）（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
一
）』
二
二
四
頁
参
照
。

（
11 
）
渡
辺
・
前
掲
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
四
）
上
（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
五
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
〇
一
頁
参
照
。

（
12 
）
渡
辺
・
前
掲
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
四
）
上
（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
五
）』
二
四
六
頁
参
照
。

（
13 

）
渡
辺
・
前
掲
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
四
）
上
（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
五
）』
三
五
四
頁
参
照
。

（
14 

）
渡
辺
章
編
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
二
）（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
二
）』（
信
山
社
、
一
九
九
六
年
）
一
三
頁
（
中
窪
裕
也
執
筆
）
参
照
。

（
15 

）
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
・
前
掲
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
二
）（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
二
）』
三
二
、
三
九
頁
（
中
窪
裕
也
執

筆
）
参
照
。

（
16 

）
野
田
進
「
労
働
時
間
規
制
立
法
の
誕
生
」
労
働
九
五
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
八
一
頁
（
特
に
一
〇
〇
頁
）
参
照
。

（
17 

）
渡
辺
章
編
『
労
働
基
準
法
〔
昭
和
二
二
年
〕（
三
）
上
（
日
本
立
法
資
料
全
集
五
三
）』（
信
山
社
、
一
九
九
七
年
）
一
五
八
頁
（
労
働
基
準
法
案
解
説

及
び
質
疑
応
答
）
参
照
。

（
18 

）
浜
村
彰
「
出
来
高
（
歩
合
）
給
に
割
増
賃
金
を
含
ま
せ
る
こ
と
は
不
可
能
！
？
」
労
旬
一
八
九
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
四
頁
参
照
。

（
19 

）
前
掲
・
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
編
『
労
働
基
準
法
（
上
）〔
平
成
二
二
年
版
〕』
五
一
八
頁
参
照
。

（
20 

）
各
「
未
払
金
」
が
二
年
の
「
時
効
」（
労
基
法
一
一
五
条
）
に
係
る
の
に
対
し
て
、
付
加
金
に
つ
い
て
は
、
立
法
過
程
か
ら
一
貫
し
て
、
除
斥
期
間
と

解
釈
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
前
掲
・
寺
本
『
労
働
基
準
法
解
説
』
三
八
六
頁
で
は
、
未
払
金
の
消
滅
時
効
に
関
す
る
期
間
と
一
致
さ
せ
る
た

め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
山
下
・
前
掲
「
付
加
金
の
判
例
法
理
の
再
検
討
」
三
六
五
頁
参
照
。

（
21 

）
青
梅
市
（
庁
舎
管
理
員
）
事
件
・
東
京
地
八
王
子
支
判
平
一
六
・
六
・
二
八
労
判
八
七
九
号
五
〇
頁
も
参
照
。

（
22 

）本
判
決（
仮
眠
時
間
の
ケ
ー
ス
）を
念
頭
に
置
き
、
二
五
％
説
を
強
く
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
梶
川
敦
子「
割
増
賃
金
の
算
定
方
法
に
関
す
る
一
考
察
」

季
労
二
二
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
二
七
頁
が
あ
る
。
他
方
で
、
一
二
五
％
説
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
木
南
直
之
「
事
後
的
に
認
定
さ
れ
た
労
働

基
準
法
上
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
支
払
う
べ
き
金
銭
の
計
算
方
法
」
季
労
二
一
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
八
二
頁
参
照
。

（
23 

）
一
審
は
、
一
時
間
当
た
り
二
五
六
二
・
五
円
と
な
る
と
こ
ろ
、
二
六
五
二
・
五
円
で
算
定
し
（
計
算
間
違
い
）、
二
審
は
、
一
時
間
単
価
に
割
増
分
の

加
算
し
た
一
・
二
五
で
算
定
す
べ
き
と
こ
ろ
を
二
五
六
二
・
五
円
×
一
・
〇
〇
×
一
二
時
間
五
七
分
＝
三
万
三
一
五
三
円
と
し
て
、
こ
れ
も
誤
っ
た
計

算
を
し
て
い
た
た
め
、
最
高
裁
が
職
権
で
判
断
し
た
。

（
24 

）
な
お
、
本
判
決
の
櫻
井
補
足
意
見
で
は
、「
残
業
手
当
」
と
い
う
用
語
も
使
わ
れ
て
い
る
。

（
25 

）
原
審
は
、
就
業
規
則
と
一
致
す
る
と
す
る
一
方
、
最
高
裁
の
「
原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
等
の
概
要
」
や
判
断
（
理
由
）
に
お
い
て
は
、
一
六
〇

時
間
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
な
い
。
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（
26 

）
本
件
は
、
判
別
の
要
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
た
め
、
割
増
賃
金
支
払
い
義
務
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
例
え
ば
、
一
二
五
％
説
に
立
っ
て
考
え

て
も
、
四
一
万
円
の
う
ち
五
万
八
〇
〇
〇
円
を
二
〇
時
間
分
の
時
間
外
手
当
と
し
て
「
判
別
」
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
（
三
五
万
二
〇
〇
〇
円
（
二
二

〇
〇
円
×
一
六
〇
時
間
）＋
時
間
外
手
当
五
五
四
〇
〇
）、
五
万
五
四
〇
〇
円＞

二
七
五
〇
円
（
二
二
〇
〇
円
×
一
・
二
五
）×
二
〇
時
間
と
な
り
、
法
違

反
と
は
な
ら
な
い
（
一
八
〇
時
間
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
、
一
時
間
当
た
り
二
七
五
〇
円
支
払
う
旨
を
合
意
す
る
も
必
要
に
な
る
）。

（
27 

）
た
だ
し
、
法
定
労
働
時
間
を
超
え
た
部
分
（
一
八
〇
時
間
ま
で
）
に
つ
い
て
、
基
本
給
に
含
ま
れ
る
と
解
釈
し
う
る
の
は
、
本
件
の
事
案
の
特
殊
性

に
よ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
時
間
等
に
関
し
て
は
、
就
業
規
則
の
定
め
が
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｘ
の
賃
金
の
支
払
方
法
に
つ
い
て
は
、
個
別
合
意
（
契
約
）

レ
ベ
ル
で
の
認
定
し
か
な
い
。
使
用
者
に
は
就
業
規
則
の
届
出
等
（
労
基
法
八
九
条
、
九
二
条
二
項
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本
件
の
よ
う
な
賃

金
の
支
払
方
法
を
採
用
し
て
、
就
業
規
則
を
届
け
出
た
場
合
、
割
増
賃
金
を
一
二
五
％
と
捉
え
る
行
政
解
釈
か
ら
す
る
と
、
裁
量
労
働
制
等
が
適
用
で

き
な
い
本
件
に
お
い
て
、
是
正
指
導
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
28 

）
木
南
直
之
「
判
批
」
民
商
一
五
三
巻
六
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
九
九
頁
参
照
。

（
29 

）
両
角
道
代
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
一
八
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
一
九
頁
参
照
。

（
30 

）
竹
内
（
奥
野
）
寿
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
〇
九
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
五
頁
参
照
。
水
町
勇
一
郎
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
〇
六
号
（
二
〇
一
七
年
）

四
頁
も
同
旨
。

（
31 

）
国
際
自
動
車
（
差
戻
審
）
事
件
・
東
京
高
判
平
三
〇
・
二
・
一
五
労
判
一
一
七
三
号
三
四
頁
に
つ
い
て
、
石
﨑
由
希
子
「
強
行
規
定
と
し
て
の
割
増

賃
金
規
制
と
労
使
自
治
」
ジ
ュ
リ
一
五
二
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
九
七
頁
は
、
対
象
額
Ａ
か
ら
交
通
費
を
控
除
し
た
額
を
算
定
基
礎
と
す
べ
き
と
す
る
。

国
際
自
動
車
（
第
二
・
歩
合
給
等
）
事
件
・
東
京
高
判
平
三
〇
・
一
・
一
八
労
判
一
一
七
七
号
七
五
頁
に
つ
い
て
、
山
下
昇
「
判
批
」
法
セ
七
七
七
号
（
二

〇
一
九
年
）
一
二
七
頁
参
照
。

（
32 

）
前
掲
・
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
編
『
労
働
基
準
法
（
上
）〔
平
成
二
二
年
版
〕』
五
一
六
頁
参
照
。

（
33 

）
前
掲
注
（
27
）
の
通
り
、
割
増
賃
金
に
関
す
る
定
め
は
、
行
政
解
釈
に
従
っ
た
も
の
に
な
ろ
う
。

（
34 

）
さ
ら
に
い
え
ば
、
差
戻
審
で
は
、
宿
直
勤
務
の
日
の
労
働
時
間
を
二
三
時
間
と
し
、
一
五
時
間
分
の
賃
金
の
支
払
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
本
件
で
は
、

宿
直
手
当
が
一
回
あ
た
り
三
万
円
支
給
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
大
星
ビ
ル
管
理
事
件
の
判
断
を
踏
ま
え
る
と
、
当
直
時
間
全
体
の
対
価
と
し
て
手
当
が
支

払
わ
れ
て
い
た
と
み
る
余
地
が
あ
る
が
、
当
事
者
（
Ｙ
）
が
主
張
し
て
お
ら
ず
、
本
件
の
医
師
の
当
直
と
警
備
員
の
仮
眠
と
の
実
態
的
な
相
違
が
明
ら

か
で
は
な
い
た
め
、
判
断
は
難
し
い
。

（法政研究 86－3－204）


